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 西之島は小笠原諸島の孤立した無人島で、最も近い父島列島から約 130km 離れて
いる。以前は島の面積は約 7ha だったが、1973 年の近傍での海底火山噴火により約
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27ha に拡大した。その後、2013 年 11 月から再び海底火山が噴火し、溶岩により旧
西之島の 95％以上が溶岩の下に埋まった。2015 年には噴火が一旦収束したものの、
2017 年 4 月〜7 月および 2018 年 7 月に噴火が生じ、面積は最大で 295ha、標高は




明治時代には約 3 ヶ月に 1 回 35 名が数日間滞在し、グアノを採集していたとされ
ている（青木・小坂、1974）。1924 年 10 月と 12 月には地元漁師によりアホウドリ
Phoebastria albatrus の卵および成鳥が採集され、鳥類学者籾山徳太郎氏に提供され
た記録がある（Austin, 1949）。下村（1933）は「近年漁船の置去つた野猫が蔓延し、
之（著者注：オオアジサシ Sterna bergii のこと）を害ふものが多いと聞く」と記録








ズ ナ ギ ド リ Puffinus 
pacificus 、 ア ナ ド リ
Bulweria bulwerii、カツ











る（Chiba et al., 2007）。
また、クロアシアホウ
図 1. 西之島の地図 
黒丸は設置したロガーの位置。地図は国土地理院・地理院タ
イルによる（以下同様） 
Fig 1. Map of Nishinoshima 
Black circles show locations of data loggers 
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ドリは 1969 年には 50〜70 個体の巣立ち前の雛が見つかっているが（浅海ら、1970）、
1973 年噴火以後には確認されておらず（Chiba et al., 2007）、噴火による撹乱で繁殖




























ているものの、オヒシバ Eleusine indica、スベリヒユ Portulaca oleracea、イヌビエ








に選んだ巣を対象に繁殖状況を記録した。記録は 10 巣単位で 5 回繰り返した。ま








 調査は 2019 年 9 月 3 日（旧島）、4 日（北西台地、西之浜）、5 日（南西浜）に行
なった。夜間録音は 9 月 3 日日没〜4 日日の出まで、夜間調査は 9 月 4 日 18:30〜


























 上陸調査以前の海鳥の生息状況を明らかにするため、2016 年 10 月に旧島上に設
置した自動録音装置 1 台（Wildlife acoustics SongMeter4）を回収し、解析した。ミズ
ナギドリ科およびウミツバメ科の鳥は夜間に種特異的な鳴き声で鳴くため、録音内
容から飛来状況を明らかにできる。録音装置には、2016 年 11 月 1 日からバッテリ
ーの切れた 2018 年 7 月 8 日までの音声が記録されていた。録音は毎日日の出の 2
時間前から 1 時間半の間に、1 分間の録音と 14 分間のインターバルを 6 回繰り返し
た。この録音記録から音声分析用のソフトウェア Kaleidoscope ver 5.1.9 (Wildlife 
Acoustics)で鳴き声を自動抽出し、各 1 分間の録音における対象種の鳴き声の有無を
記録した。抽出された鳴き声はスペクトログラムの目視確認と音声の聴取により種
を同定した。自動抽出の周波数帯は 0-4000Hz、検出する音声の長さは 0.1-1 秒、シ
ラブル間のギャップは 1 秒とした。各日の 6 回の録音に対する鳴き声を含む録音の
割合を、各海鳥の録音頻度とした。分析は毎月 1 日、11 日、21 日を対象とし、変動
を平滑化するため三項の移動平均を求めた。 
 冬季の鳥類の飛来状況のモニタリングのため、旧島、北西台地、南西浜において
自動録音装置（Wildlife Acoustics SongMeter2）および自動撮影装置（LTL Acorn 6210）
を設置した。自動録音装置は、毎日 6:00〜7:01 および 19:00〜21:01 の間、1 分間の







シリカゲルで乾燥させて保存した。節足動物は各種各 10 個体を採集し 99%エタノ
ールで保存した。土は鳥類の排泄物がない場所を選び地表面を取り除いた上でコア
















 カツオドリは旧島上で 114個体の雛が、西之浜で 119個体の雛と抱卵中の 1巣が、










 アオツラカツオドリは旧島上で 6 個体の巣立ち前の雛と抱卵中の 1 巣が、西之浜
で抱卵中の 4 巣が観察された（図 2c）。全ての巣は平らな砂地にあり、巣材は使用
されていなかった。また、9 月 4 日 17 時ごろに西之浜の中央部に少なくとも 62 個
体の成鳥と 3 個体の若鳥が集まっているのが観察された。 
 クロアジサシは、南西浜の奥の１ヶ所で卵の殻が見つかった。任意の観察では、
図 2. オナガミズナギドリの巣穴、カツオドリの雛、アオツラカツオドリの巣と雛の位置  
Fig 2. Locations of burrows of Wedge-tailed Shearwaters, chicks of Brown Boobies, nest and 
chicks of Masked Boobies 
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調査地の全域で個体が観察されたが、特に西之浜の南部で約 50 個体、北部で約 300
個体の集団が見られた。また、西之浜の中央部では 9 月 4 日 17 時ごろに 52 個体が
密集して地上に降りている姿が見られた。 




 海上からの観察では、海岸部一周の合計でカツオドリ 32 個体、クロアジサシ約
390 個体、オオアジサシ 2 個体、セグロアジサシ 2 個体が観察された。また船上で




記録されなかった。ただし、9 月 5 日には西之島の南西沖約 300m に停泊した調査
船上でイソヒヨドリ Monticola solitarius の若鳥 1 個体が観察された。 
 
３−３．斃死体採集 


















図 3. 西之島で見つかったクロアジサシの各部位の骨の数  





の 1 種、シロハラ Turdus pallidus、ツバメ Hirundo rustica の骨が見つかった（表 1）。
ヒタキ科の 1 種は足根中足骨が 1 本が見つかり、ツグミ属 Turdus の可能性が高かっ
た。オナガミズナギドリとクロアジサシでは幼鳥の骨が含まれていたが、他種は成
鳥の骨のみが見つかった。クロアジサシ、オーストンウミツバメはそれぞれ 39 個





















Fig 4. Frequency of plant and artificial materials in nests 
of Brown Boobies 
表 1. 西之島で見つかった鳥骨に含まれる各種鳥類の最小個体数 
Tab 1. Minimal number of individuals included in avian bones collected on Nishinoshima 
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 2016 年から 2018 年までの音声分析の結果、ミズナギドリ科およびウミツバメ科
の鳥類としてオナガミズナギドリとオーストンウミツバメが検出された。前者の鳴
き声は 2 月から 11 月の間に録音されており、増減はあるものの 60〜100%の高い頻





















 旧島では、オヒシバ 27 個体、スベリヒユの各 12 個体、イヌビエ 1 個体、節足動
物としてトビカツオブシムシ Dermestes ater、ハダカアリ Cardiocondyla kagutsuchi、
コモリグモ類、オガサワラヒメナガカメムシ Nysius caledoniae、コヒゲジロハサミ




Fig 5. Seasonal change of frequency of recorded voices of Wedge-















 旧島上では 296 ヶ所の巣穴が見つかったが、繁殖のために利用されている巣穴は
約 10%だった。このことから、実際に繁殖しているのは 30 ペア程度と推定される。
また、旧島上と直下の洞穴でしか本種の営巣は見つからず、新たな陸地は本種の繁
殖には利用されていないものと考えられる。 
 夜間には 465 個体の飛来が確認されたが、そのほとんどは非繁殖個体と考えられ
る。また、自動録音装置の記録から、本種は 2 月頃に飛来して営巣に入り、11 月頃













かかるため（Ospina-Alvarez, 2014）、遅い個体の巣立ちは 12 月以後となる。本種は
熱帯では周年繁殖する場合もあるが（Nelson, 2005）、小笠原では繁殖期の個体差は
少なく、例年 5 月〜10 月に繁殖する（籾山、1930）。西之島の集団は小笠原の他地
域に比べ繁殖期が長期化していると考えられる。 
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 カツオドリが繁殖していた北西台地は、2016 年 7 月 25 日に撮影された航空写真
では他の溶岩上と特に変わらない地表面がゴツゴツとした岩塊で覆われていたが、





















いる。南小島では 2001 年には 107 個体の成鳥が確認され、北小島では 2002 年に約















 今回の調査では、オオアジサシの繁殖に関する証拠としては、雛 1 個体が観察さ
れたのみである。2004 年 7 月 10 日に西之島で行われた調査では、綿羽の残る未熟
な雛から飛翔可能な巣立ち雛まで様々な段階の雛が確認されている。オオアジサシ




 小笠原諸島における本種の繁殖期は 10 月〜4 月とされている（籾山、1930）。今
回の調査では収拾した骨に多数のオーストンウミツバメの骨が発見されると共に、
音声記録から 2016 年冬、2017 年冬に多数が飛来していることが明らかになった。











7 月までにほぼ終わっているため（川上ほか、2005）、今回の調査が行われた 9 月は
繁殖期から外れていたものと考えられる。 

















































かになった。一方で西之島は 2015 年に大規模な噴火が収まった後にも、2017 年 4
月、2018 年 7 月、2019 年 12 月に再噴火しており、地形の変化が断続的に続いてい
る。今後 10 年程度の間は海鳥の分布が大きく変化すると予想され、生態系変化を
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In September 2019, a field survey was conducted to determine the current status of 
avifauna on Nishinoshima, a volcanic island that is part of the Ogasawara Islands. 
Nishinoshima has been broadly covered with lava flows due to a series of eruptions which 
began in 2013. Evidence of breeding for five seabird species (Brown Booby, Masked Booby, 
Wedge-tailed Shearwater, Brown Noddy, and Greater Crested Tern) was confirmed near a 
small remnant of the former island. The largest number of sightings was for the brown 
booby, and approximately 400 chicks were detected around the remnant area. This species 
has expanded its breeding area into newly established ground created by the eruptions. The 
breeding season of this species became longer than on the other islands of the Ogasawara 
Islands. This might be due to the high density of the breeding population caused by reduced 
breeding habitat due to lava flows. Since seabirds have several important ecological functions, 
such as seed dispersal and nutrient input, their range expansion to new habitats promotes the 
establishment of ecosystems. 
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